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上海駐在員事務所設立のお知らせ 

 

 荒川化学工業（大阪市中央区、社長 末村長弘）は、中国における上海駐在員事務所の

設立を決定しましたのでお知らせします｡ 

 

１．国際展開の経緯 

 昭和４２年（１９６７）、当社最初の海外進出として、台湾・基隆市に合弁会社天立化学

工業股 有限公司（現、台湾荒川化学工業股 有限公司）を設立し、ロジン関連製品（製

紙用サイズ剤）の生産を開始しました。以来、昭和５７年（１９８２）に米国荒川化学、

平成７年(１９９５）に中国・梧州、香港、タイ、翌平成８年に中国・厦門、平成１０年（１

９９８）にドイツにそれぞれ現地法人を設立しています。 

 そして、今年度よりスタートした中期５ヵ年経営計画（平成１５年４月～平成２０年３

月）では、これまで進めてきたグローバルな展開のさらなる発展を目指します。事業展開

としては、アジア地域、特に伸長が著しい中国における市場開拓を推進します。中国は当

社主要原料であるガムロジンの世界最大の産地でもあり、また近年は経済成長にともない

ロジン関連化学製品（製紙用薬品、印刷インキ・塗料用樹脂、粘着・接着材用樹脂、合成

ゴム重合用乳化剤等）の需要も伸びており、当社関連顧客の進出も活発に行われておりま

す。今後は中国市場におけるマーケティングを積極的に進め、原料とユーザーの両面を考

慮した拠点の設立を進めていきます。 

 なお、今年度は中国での厦門荒川化学における工業用樹脂設備の増強に着手しておりま

す。 



２．上海駐在員事務所設立 

 中国における事業展開を推進するため、上海駐在員事務所の設立を決定しました。 

 上海は世界の工場と呼ばれる中国の中心的存在で、中国沿海部のほぼ中央に位置してハ

ブ空港を有する交通の要所でもあり、活動拠点として最適な立地であると判断しました。 

 事務所設立後の活動としては、中国各地の客先訪問を通じて製紙用薬品および工業用樹

脂（印刷インキ・塗料用樹脂、粘着・接着剤用樹脂、合成ゴム重合用乳化剤、電子材料用

樹脂等）のマーケティング活動を積極的に進めていきます。 

 現在、国際事業部にて設立準備を進めており、本年の秋頃には日本から派遣の駐在員と

現地スタッフによる数名の体制で活動を開始する計画です。 

 

以上 

 
 

[参考資料] 

≪荒川化学グループ国際展開の歩み≫ 

明治 

 ９年１１月 荒川政七が大阪市東区伏見町２丁目に生薬商を開業 

昭和 

 ６年 １月 合資会社荒川商店に改組 

１８年１１月 荒川林産化学合資会社に改称 

３１年 ９月 荒川林産化学工業株式会社に改組 

４２年 ５月 天立化学工業股 有限公司（現、台湾荒川化学工業股 有限公司）を設立 

４３年 ５月 台北駐在員事務所を開設 

５０年 ６月 ハンブルク駐在員事務所を開設 

５２年 ４月 荒川化学工業株式会社に改称 

５７年 ５月 ARAKAWA CHEMICAL (USA) INC.を設立 

平成 

 ７年 ６月 梧州荒川化学工業有限公司を設立 

 ７年 ７月 ARAKAWA CHEMICAL(THAILAND)LTD.を設立 

 ７年１０月 香港荒川化学有限公司を設立 

 ８年 ８月 厦門荒川化学工業有限公司を設立 

１０年１１月 ARAKAWA Europe GmbH を設立 


